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I Iまじめに

透析技術の進歩により､長期透析患者が増加し､

高齢者の透析導入も増えている｡一方で､透析患者

の生命予後は未だに不良であるといわれている｡この

様な背景から､当院での透析患者の死亡原因につき､

検討した｡

Ⅲ 対象

過去5年間(H9年1月～H13年7月)に当院で死亡

した透析患者36名(男性22名･女性14名､平均年

齢60･3±23歳､透析歴0-24年)とする｡

Ⅲ 方法

対象患者の年齢･透析歴･原疾患･糖尿病の有無を

retrospectiveに解析する｡

Ⅳ 結果

1.年齢別では､60歳から75歳未満が 15名､75

歳以上90歳未満が11名と全体の7割を占めた｡

(図1)

2.透析期間別では､透析導入から12ケ月未満が 11

名､1年以上5年未満で 9名と､透析期間の短い

患者に死亡者が多かった｡(図2)

3.透析期間が0-5年未満では､感染症による死亡

者が多く､5年以上では､脳血管障害が多かった｡

また､脳血管障害の死亡例の 7割は冬季に集中

していた｡(図2)

4.有糖尿病死亡群においては､一定の死亡原因に

集中する傾向は認められなかった｡(図1･図2)

5.全国では､心不全が多数であるのに対し､当院は

脳血管障害が多かった｡(図3･図4)

図1 死亡原因分類 (年齢との関係)
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図2 死亡原因分類 (透析期間との関係)
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Ⅴ 考察

1.透析導入から6ケ月未満において､感染症による

死亡者が多かった｡これは､日和見感染の原因と

して免疫機能の低下や栄養状態の悪化などが関

与していると考えられる｡

2.脳血管障害による死亡が年齢別･透析期間別共

に多数であり､この中で､冬季に発症しているのが

7割であった｡これは､血圧の上昇に気候的な問

題が関与している可能性も考えられた｡

3.全国と当院での透析患者死亡率は､有意差はな

かった｡これは､標準的な透析管理が行われてい

ると考えられる｡
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Ⅵ まとめ

1.透析患者は透析導入時を含め､易感染状態であ

ると考えられる為､関与するスタッフの感染防止意

識が重要であると考える｡

2.長期透析患者は､脳血管障害で死亡する事が多

いため､特に冬季においての充分な血圧コントロ

ールが必要と考える｡

3.透析患者死亡率は､全国と比較して有意差はな

かったが､死亡原因の傾向を見直し､死亡率減少

に努めていきたい｡
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